H1N1ワクチン集団接種　１万名接種への軌跡

　鎌倉市医師会　地域保健担当理事　山口泰
H1N1型新型インフルエンザの予防接種は１０月末より始まった。ワクチン不足の報道により問い合わせが殺到し、全国の医療機関は混乱を極めた。混乱を収束し、診療に忙殺される小児科医の負担を軽減するため、鎌倉市医師会は集団的個別接種を行った。優先順位の高い幼少者・学童を対象とし、１２月１３日より、全日程１０日間、のべ３０会場で施行した。国の方針やワクチン供給が不透明であり、具体的な準備作業は、１１月中旬以降となった。

鎌倉市固有の背景

会員の小児科は１０軒。市内在住の幼児（１歳～就学前）8351名、小学校低学年4499名。２度接種するには最大25700回の接種が必要。既感染者らを除く約７０％を実対象者と予測し、接種希望者はそのまた７０％程度と推計し準備した。（12593名：該当人口の49%）

準備段階から接種まで
学校保健会、校長会と協議し、保育園は園長会へ働きかけ、幼稚園は個別に連絡して参加を取り付けた。学校や園には申込者の取りまとめ、予診票、接種済み証の事前配布をお願いした。私立・国立小学校には、市内在住の保護者への案内を依頼した。未就園、未就学児童に対しては、広報、医師会のホームページ、公的機関や医療機関の窓口でちらしの配布により案内し、直接FaxとE-mailで申し込みを受けた。申込者には、会場と指定接種時間を印刷した葉書を郵送した。日程に余裕が無く、発送は接種初日の２日前となった。
接種の流れ

医師４名で行う接種の人員配置を示す。(表１)医師１名につき、３時間あたり学童100名、未就学児童80名まで対応できる体制とした。各会場に、医師会職員を１名、会場・駐車場整理の人員を２名別途配置し、当番理事が、全会場を巡回し、監督した。

申し込みと接種状況

　１２月の締め切り時点で、小学校３年生までの該当者12850名のうち、6822名（53.1%）の申し込みがあった。感染が流行中であり、マンパワー、会場の事情、ワクチンの供給不足のため、全ての申込者の希望に沿えず、一部日時・場所を変更した。１３日が74.1%、２０日71.0%、２３日67.5%、２７日59.7%と、遅い日程ほど接種率が低下し、月平均の接種率は申込者の69.5%にとどまった。１月より小学校高学年も接種することとなったが、接種時期の前倒しなどにより、申し込み者は低学年のおよそ半数であった。高学年の１回目接種率は申込者の74.2%であった。小学校３年生以下の２回目接種率は１回目接種者の65.9%にとどまり、高学年の２回目は67.5%であった。のべ接種人数は10,007名であった。収支は表２のとおりとなった。

集団接種の問題点と提言

１）10mlバイアルも配布され、政府は集団的接種を推奨したが、任意接種のため、役所、保健福祉事務の反応は鈍く、根回しや接種会場の確保が進まなかった。後に鎌倉市より、会場の確保、公報による告知の協力が得られた。接種形態は①公設公営、②公設民営、③民設民営が考えられるが、②に近い③の形となった。無料接種を即決した豪州と異なり、日本政府の対応は何事も後手に回った感が拭えない。予防接種が個別化となって久しく、集団接種のノウハウも消え失せていた。来るべき強毒性感染症対策では、集団接種の手順や行政と医療機関の役割分担など、事前の準備と合意形成が必要と考える。

２）流行中の接種では、希望者の感染動向、接種需要の予測が困難。対象該当者の半数が申し込み、実接種率はおよそ2/3程度と低迷し、想定していた収支予測を大きく下回った。赤字が出る見込みとなったため、１月には、接種医、スタッフの人員削減、２月は接種日程や会場の縮小・統合を余儀なくされた。最終的な黒字571,823円（売り上げの1.8%）は、午前、午後各３時間の出動を予定していた医師の時間数を実働の２．５時間、２時間に短縮し、赤字を免れた結果である。公的な響きのする集団接種では、余裕をもってワクチンを確保せざるを得ず、相当量のワクチンが余った。返品も叶わず一部会員に引き受けてもらったが、大きな経済的負担となった。公定料金が１回目3600円、２回目2550円と、他の定期予防接種と比較し低廉であるため、莫大人件費や間接経費を吸収できなかった。季節性インフルエンザと同等な個別接種を想定した低廉な公定価格では、大がかりな集団接種は困難と考える。特に流行中の接種では、公衆衛生上の観点からも採算を意識せずに済む価格設定や集団接種の仕組み作りを行うよう、行政に要望していく必要がある。
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	会場案内
	→
	体温測定
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表２

	収入
	
	支出
	

	接種料
	31,647,180 
	人件費
	19,616,570 

	
	
	ワクチン等
	8,520,664 

	
	
	事務用品
	734,536 

	
	
	輸送・保険
	1,015,860 

	
	
	通信費
	608,700 

	
	
	会場費・設営
	229,303 

	
	
	その他
	349,724 

	計
	31,647,180 
	計
	31,075,357 

	
	
	収支
	571,823 


